
- 1 - 

第２回 高速道路ナンバリング検討委員会 議事録 

平成２８年５月２４日 

 

【事務局】それでは、定刻となりましたので、ただ今から第２回高速道路ナンバリング検討委員会を開

催させていただきます。 

 本日、司会を務めさせていただきます道路局企画課評価室の信太でございます。どうぞよろしくお願

いいたします。 

 報道の方へのお願いでございます。カメラ撮影につきましては道路局長挨拶までとさせていただきま

すので、御了承を願います。 

 まずは、お手元の配付資料の確認をさせていただきます。席上に議事次第がございます。それから、

委員名簿から始まります資料１、２、３、４、５、６という束と参考資料があると思います。それから

今、別途配付させていただきました資料が３点、ホッチキスどめのものが１部と１枚紙になっているも

のが２枚ということで３枚配付されていると思います。過不足等ございませんでしょうか。 

それでは、委員会の開催に当たりまして、道路局長の森より御挨拶を申し上げます。 

 

【道路局長】おはようございます。第２回目の高速道路ナンバリング検討委員会に先立ちまして、一言

御挨拶を申し上げます。 

 本日はお忙しい中、また朝早くから委員の方々、あるいはまた、今日お話をいただきますお二方に足

をお運びいただきましてありがとうございます。感謝を申し上げる次第でございます。 

 このナンバリングの委員会、前回から議論を始めさせていただいておりまして、過去から何度かトラ

イアルをしてきているわけでございますが、なかなか実現に至っていないということで、今回は家田委

員長の「絶対に実現させるぞ」という強い御決意のもとで、今回はしっかりと実現できるような形での

議論、そしてまた、それを現場にしっかり反映させるということを念頭に議論していただきたいという

ことでございます。 

 特にインバウンドの方々が非常にふえて、みずから運転をされるという機会もふえてきておりますの

で、今が、まさにそういう絶好の機会なのかなと思っております。何とぞ、短い時間ではございますけ

れども、ぜひ御審議いただいた上で、よりよい方向づけをしていただければと思っております。 

 また、特にネットワークという立場での番号の振り方、国道と高速道路の役割分担のあり方といった

ようなことも含めまして、ぜひ将来に向けて、残るそういう表示の仕方あるいは説明の仕方というよう

なものも、ぜひ頭に入れながら御議論いただければ幸いかなと思っております。よろしくお願いいたし

ます。 

 

【事務局】ありがとうございます。道路局長の森でございますが、所用により 10 時半ごろをめどで退

席させていただくことになります。御了承願います。 

 また本日、清水委員におかれましては御欠席との御連絡をいただいております。 

 報道の方におかれましては、これ以降のカメラ撮影は御遠慮願います。 

 それでは、議事次第に基づきまして委員会を進めてまいります。ここからの議事進行につきましては

家田委員長にお願いしたいと思います。家田委員長、よろしくお願いいたします。 

 

【家田委員長】おはようございます。早速始めさせていただきます。 

 今日は、有識者の方々からということで、マリ・クリスティーヌさんと清水和夫さんにお話をいただ

くことになっております。 

 まず最初にマリ・クリスティーヌさんからお話いただきますが、大体 15 分ぐらい御説明いただいて、

その後質疑を行うというふうに進めたいと思います。 
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 それでは、早速よろしくお願いします。 

 

【マリ・クリスティーヌ氏】お招きいただきましてありがとうございます。 

びっくりしたんですけど、最初どういうことをされるのかしらと思ったのですが、このナンバリング

というのは非常に重要ではないかと私も思っていますので、ぜひ実現していただきたいと思います。 

私は、今 60 を過ぎたんですけど、18 歳からずっと運転しております。それで世界中のいろんな国に

行きますと、必ずレンタカーを借りたり、または地元の友達の車をお借りして運転したり。私は車のレ

ースが好きでパリダカールラリーには２回出ています。それとＡ級ライセンスも一時持っていましてレ

ーシングチームも持っていました。ですので、とにかく車がないと生活ができないので、電車人間から

するとすごく環境に悪いことしてるんじゃないかと思われるかもしれませんが、今はプリウスに乗って、

なるべく環境に優しい生活をしております。 

やはり車で移動するということがすごく重要なことで、私は毎日葉山から通っていまして、横浜横須

賀道路、または横浜新道、ベイショアルート、第三京浜、どちらかを使いながら行ったり来たりしてま

すので、いろいろ変化があったりすると、何でこうなっているんだろう、ああなっているんだろうとい

うことで、今日はちょっとだけ、簡単にですけれども、説明というか一緒に見ていただきたいと思いま

す。 

まず、看板とかサインというのは非常に重要なことだと思うんですけれども、例えばこれが以前、ち

ょっと前なんですけれども、ここには日本語で「清須市一場」と書いてあるんですね。英語でその下に、

イチバキヨスシティと書いてあるんですけれども、これから外国人が来るときに、私は漢字がそんなに

早く読めないものですから、どうしても目がローマ字の方に行ってしまうんです。ですので、そういう

点ではこうやって、イチバキヨスシティと書いてあるとイチバという地名があるんじゃないかというこ

とで、イチバの意味もわからないわけですから、ここのところをどういうふうに工夫するかということ

が大事だと思うのです。 

ここのところは、皆さんも見ていると思うのですが、成田から帰ってくるときに箱崎の方へ向かって

いきますと、ここに高速道路が上に走っているんですけれども、これは箱崎の人形町の出口の手前のと

ころに一回おりてしまうと、このまま箱崎に入れるんですね。ですので、ここでおりていきますと、道

路の真ん中のところに、見ていただくと写真の方がよくわかるのですが、高速道路の看板が右と左にあ

るんです。というのは、この国道を越えたところに入口があるんですけれども、ここで間違えて戸惑っ

てしまうのは、もしかしたらば、ここで高速にまた乗っちゃうんじゃないかという不安感をもたらせる

ような看板なので、ここのところをもうちょっときちっと整備していただきたいなと思います。 

これもまだ国道の道路なんですけれども、看板が上にあるものですから、「えっ？」て不安を持ちな

がらずっと行きますと、ちゃんと普通の道におりて、右に行きましてリムジンバスにくっついていきま

すと箱崎に入るんですけれども、箱崎に入れるという看板もここにないので非常に戸惑います。 

これは電車ですので国土交通省全般にかかわるものですけれども、ここに外国人がステーションホテ

ルの前へ出ますと英語が書いていないんです。それで、タクシー乗り場はどっちだかもわからなくてこ

こで迷ってしまったり、こういうふうにタクシーあるんですけれども、どっち？南口と書いてあっても

英語圏の方はわからない。初めてわかるのが、これがインペリアルパレスに、皇居に行きますという看

板ですけれども、これは左と書いてあるのですが、矢印が向かっているのが左の方で、もっと俯瞰の地

図があります。それで、ここも右に行ってからインペリアルパレスに行けますよと。皆さんはわかると

思うのですが、真ん中の行幸通りなんですけれども、外国人にはわかりづらいので、こういう工事があ

ったときでもきちっとやっていただきたい。 

ここに看板もあるんですけれども、東京駅に向かっての看板ですので、こういうふうに東京駅を説明

するものだけではなくて、ここから皇居がどっちの方向にあるのかっていうことをもっと俯瞰的な、

your hear というサインがあって、それでどっちの方向へ行けばいいかということを書いてあればいい

んですけれども、上のところに丸の内ガイドマップと書いてあるのですが、あとは全部日本語なのでわ

からないような状況なんです。 
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交番と書いてありますけれども、交番が警察だとわかってない人たちもたくさんいらっしゃるわけで

すから、外国人が来たときに、ポリスというのも書いていただきたい。 

この間府中の方に行ったんですけれども、これはオリンピック五輪のマラソンの道だったということ

を、五輪のときを誇って皆さんにお見せするならば、英語でもここに説明を書いていただいて、1964

年マラソンルートだったということをぜひ書いていただけたらと。 

これは横浜横須賀道路なんですけれども、これをずっと高速道路から行きますと、ここの分かれ道が

よくわからないんですね。わからないというのは、これは八王子に行く道なんですけれども後でお渡し

した英語の文から申し上げるのですが、これはまっすぐ行くと東京の八王子なんですけれども、左の方

へ行きますと海岸線に行く分かれ道なんですね、朝比奈を過ぎたところの。まっすぐ行くと相模原とか

厚木とか座間に行けるはずなのに八王子って何なのか、外国人は何のために八王子に行くのかわからな

いと思うので、こっちの方に行きますと東京にも行けますよということをここに書いていただけると、

二又のところで一番みんな迷うわけですので、そこをちょっと考えていただけたらと思います。 

このように次々と行きますけれども、済みません、シャッターをずっと押しながら行っていたもので

すから。ここのところは、ローマ字で下に書いていただけるとわかりやすい。 

この看板も、渋滞地図がなかなかわかりやすいというような状況でもあるわけです。 

それで、六ツ川出口はいいんですけれども、このまま出て行くと横浜にも行けて、藤沢にも行けて、

東京にも行けるわけですので、行ける場所を書いていただけると、ここから出たところで道が、二又に

ここで分かれるんですよ。そのまま行くと横浜にも行けますし、さっき申し上げましたように東名にも

行けるので、ここのところを選択できる看板があると、とても助かると思うのです。 

この日は、ちょうど私が相模原のほうに行ったときだったんですけれども、八王子方面、東名とは書

いてあるのですが、八王子のほうに行くのに、結構この道は米軍の方々が使われているので、彼らは独

自の別な選択方法があるんです、それはまた後で説明しますが。ここの看板のところが非常に親切に、

やっとここになって左のほうに行きますと羽田方面に行くというんですが、ここのところが、これは狩

場のＥＸＩＴなんですけれども、狩場のほうからも羽田へ行けますけれども、右のほうから行っても、

横浜に行って、横浜からまた羽田の方に行けるので、どっちルートでの羽田かということを、ここでち

ょっと明確にしてほしいんですが、恐らく一番短い方法が左の方へ行くルートなので、ここに書いてあ

るのではないかなと思うんですね。 

あと小田原と東京と八王子は書いてありますけれども、あと東名もあるのですが、ここをまっすぐ行

けば名古屋のほうにも行けたり京都にも行けるということが、東名高速に乗っていけばそうでしょうけ

れども、もうちょっと大きな認識ができる都市名があってくれるといいと思います。 

この右側の看板も合流ではあるんですけれども、合流サインというものがユニバーサルでもあるわけ

ですから、そこをちょっと考えて入れていただけるといいなと。 

日本語ではちょこちょこと立て看板みたいな形で、こっちへ行くと藤沢とかあるんですけれども、日

本語が読めない方にとっては本当にわからないんですね。 

英語というかローマ字の部分をずっとめがけて動いていますから、これもずっと八王子で、これは、

ちょうど横浜横須賀道路から東名に行く道なんですけれども、ここはずっと八王子が出てくるんです。

それで左側が小田原、東京、これがちょうど横浜新道のほうに入って藤沢のほうに行く道なんですけれ

ども、幾ら待っても相模原とかが出てこないんです。 

ここもずっと行くんですけれども、こういう、例えばブリッジを使って、ここにもローマ字看板でち

ゃんとした正しい方向に動いてますよということ。これは、もちろん高速道路じゃないので、普通の道

路なんですけれども、そこに書いていただけると大変助かるなと思うんです。 

やっと、ここの途中のところで上川井が出てくるんですけれども、外国人は二俣川によく行くんです、

免許のために。 

それで、二俣川が出てくるまでが、また時間がかかって、ここでおりるかどうするのかの迷うとこで

もあります。 

これは、ちょうど東名高速に入る手前なんですけれども、ここに来てやっと相模原と出てくるんです。 
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ごめんなさい、これでアップができないので。 

やっとこの地点から相模原が出てくるんじゃないですか。 

こういう看板を見て、これは目黒通りでダイエーデパートのところですが、これも高速じゃないので

道路課のほうの話だと思うんですけれども、この道がエマージェンシーのときには使われませんよとい

うことを、私は、もっと看板を手前に出していただきたいと思うのは、目黒通りに入る手前から出さな

いと、目黒通りの真ん中に来てからここで止めてますというふうに言われてしまうと、もし地震があっ

たときのために、住んでる方々にとっても、記憶としてあそこは通れないんだということがわかると思

いますので。 

これはこの間、ちょうど先週の週末、クラシックカーラリーがあったので、1964 年の 365 ポルシェ

を友達が持っていまして、オリンピックのエンブレムをやっていたから一緒に乗りましょうと言ってく

れて 64 年に乗ったんですけど。 

これは、ずっと木更津のほうまで行くんですね、これもまた横浜横須賀道路とＥＴＣのところで、Ｅ

ＴＣのない方々のためのサインで、例えばＮＯ ＥＴＣとかＥＴＣ車とか日本語で書いてあるんですけ

れども、前もって教えていただけるとうれしいなと。 

こういう車がずっと走っていったわけなんですが、これもまた、先ほどの横浜横須賀道路のところで

東京方面、八王子方面ですけれども、もっと先のところを入れていただければと思いました。 

これで一旦終わります。 

それでアクアラインのところなんですけれども、アクアラインに乗るのも、とっても手前のところか

らアクアラインと出してくれていない。それで、千葉方面という看板が出ていないんです。だから、ア

クアラインへ行くのに、千葉に行きたいからアクアラインに乗るんですけれども、「千葉」というふう

な名前がどこからも出てこないので、東京都の方とか、こっち側の半島の人たちは千葉に人を行かせた

くないのかなと思うぐらいに、千葉にこっちから行けますよという知らせをもっときちっと入れていた

だきたいなと思いましたのと、アクアラインに乗るときの渋滞情報が全部日本語で出てくるんです。３

時間もアクアラインの中にいたんですけれども、本当に大変な思いをしまして、あとどれくらい渋滞が

あるかということを、何 km と英語で出していただけたらば、きっと皆様方もやりやすいのではないか

なと思いました。 

それと、アクアラインから戻ってくるときも、一般道から全部集中するものですから迂回したりとか、

例えば木更津から別の東京方面に行けるようなルートとか、そういうものも、もっと知らせていただけ

ればいいんじゃないかなと思ったんです。 

番号とかナンバリングができていれば、ここからここまで行くのに何の番号を次々と行けばいいかと

いうことを教えていただけるので大事だと思うのですが、皆様方の手元にお出ししたのは、たくさんあ

るんですけれども、これは、うちの父が元米軍にいまして、退役軍人だったので母が今でもベースに入

れるんですね。 

ベースに入るたびにこういう資料を、これは一般の軍人たちに出しているものなんですけれども、ド

ライビングディレクションというのがあるんです。例えば横須賀、磯子から厚木と座間に行くためには、

ドライビングするのにトールロードで横浜方面に行ってくださいと、それでペイを幾ら払ってください。

それで保土ヶ谷バイパスに乗って八王子ルート 16と書いてあるんですね。ですから、八王子というの

を彼らが書いてくれていることは、本来ならば厚木に行きたいのに厚木というサインが全然出てこない

んです。東名高速に乗ると厚木出口とあるんですけれども、どうやって行けば厚木まで行けるかという

ことを、この紙１枚をたどってきちっと見ていかない限り動けないという状況です。あと下川井でおり

てもいいということにもなっていますし、ルート 16、ルート 246 をずっと追っていきながら保土ヶ谷

バイパス、今度はまたキャンプ座間から戻ってくる。もちろん、キャンプと書いたりすると日本国民が

嫌がると思うので、座間市というような方向をもっと出していただいてもいいかなと思うんです。 

あと横須賀に帰るときに、ちょうど羽田ルートから新しく海岸線が、ベイブリッジを通るのではなく

て、羽田の方面から行きますと新しい細い橋みたいな高速道路がかかっているんですけれども、それを

行きますと海岸線にもう一回戻れて、そこから横須賀にずっと行けるのですが、幸浦方向としか書いて
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いないんです。トラックの運転手さんとか産業関係の方々は幸浦というのはわかっていらっしゃるんで

すね、地名として。でも一般市民からすると行きたい方向が三浦三崎であったり、横須賀であったりす

るのに、「幸浦」と書いてあると「いいのかな、ここで、こっちに乗って」というまた不安感もありま

すので、そういう点では地名というものをきちんと、もっと行く先の方向を考えていただくのとプラス、

あと番号でやっていただけると非常にフォローしやすいのではないかなと思います。 

早口で申しわけないんですけれども、英文のほうはとてもわかりやすいと思うので後で見ていただけ

ると、どういうふうにして外国の方々に道路のドライビングを説明しているかということがわかってい

ただけると思います。 

 

【家田委員長】ありがとうございました。 

 ここで質疑とも思ったのですけれども、次の清水先生のお話も伺ってからのほうがよさそうなので、

先にプレゼンしていただいて、お２人まとめて質疑というふうにしたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

 

【清水和夫氏】はい、わかりました。よろしくお願いします。 

私も自動車歴は 40年を越えていまして、ずっとモータースポーツのラリーとかレースを 10 年ぐらい

前まで現役でやっていたんですけれども、今はジャーナリストとして世界中の国際試乗会に呼ばれて、

年２回くらいの割合でアメリカ、ヨーロッパ各地を走っていますが、改めて日本の場合は、自分が東京

に住んでいるので日本でもいろいろと車で、サーキットで言うと鈴鹿サーキット、名古屋、仙台あたり

は車で行くんですね、大体 400km 前後ですけど。それより遠いと新幹線かなという感じなので、大体

400km くらいが自分の車のエリアなんですけれども、最近、関東では圏央道ができたり愛知のほうでは

新東名がつながったり、伊勢湾岸がつながったりして、確かに高速道路のネットワーク化が進んでいる

のですが、その一方で、日本で走っていて一番わからないのが、やはり今マリ・クリスティーヌさんが

おっしゃったように、横浜のあたりと愛知の豊田ジャンクションのあたりが、もう何が何だかよくわか

らないんです。わからない原因は、必ず目的地ではなくて高速道路の名前が出てくるんですね。例えば

今、新東名がつながって名古屋ジャンクションのほうへ行くんですが、右へ行くと中央道とか。僕らが

行きたいのは、ファイナルデスティネーションは都市であって、道路は通過地点なんですけれども、そ

の通過地点が主たる看板の目的になってしまって、なかなか行きたいところに行けないなと。 

日本の東名阪のように大きい都市の場合は、ヨーロッパ、ドイツでいえばミュンヘン、フランクフ

ルト、ベルリン、パリもそうなんですけれども、例えばパリの北に行くのか南に行くのか、西に行くの

か東に行くのか、ちゃんとそこが高速道路のジャンクションで明記されているんですね。ノース、サウ

ス、ウェスト、だから、ただ東京に行けばいいんじゃなくて、東京はどでかいですから、東京の北に行

きたいのか、そうすると、その道のこれだけネットワーク化が進んだときにいろいろなチョイスが出て

きて、もう少しきめ細かい道路標示というのがあって、そのコンセプトに基づいてナンバリングという

話になってくると思うのですね。 

今、手元にサクッと書いた資料を読んでいただくとわかるんですけれども。ということで、ドイツ

では大体フランクフルトから車を借りるとミュンヘンが出てきますから、大体 480km くらい出てくるん

ですけど、日本だとその距離の車の人って速度も低いですから、大体 300km ぐらいのデスティネーショ

ン、目的地が書かれればいいのかな、東京の場合は仙台、例えば富山、新潟、名古屋あたりですね。東

京で走っていて福岡の看板はまず要らないかなという気がするんですね。 

これから自動走行も進められて高速移動が楽になり、カーナビ、あるいはいろいろなプローブ情報

も入ってくる、ＥＴＣ2.0 もあって、ドライバーがそんなに地図に頼らなくても行けるような時代にな

ったときに、海外の人に対してそういう情報提供というのも視野に入れなければいけないんですけれど

も、例えばドイツを走っていて英語表示はないんですね。だけど、大体出口というのわかるんです。入

口もわかるんですね。フランスに行けば今度出口、sortie という名前になってくる。だから、全然フ

ランス語がわからなくてもわかるんですね。やっぱり絵が描いてある。そういう出口・入口に関してい



- 6 - 

えば、ホテルの駐車場の出口・入口も同じ言葉が表記されるので、言葉がわからなくても、これが出口、

これが入口というのが、何となく２～３日いるとわかってくるので、そういう一貫性みたいなものが、

旅する人は車からおりて何か目的地に行って、観光したり用を済ませて帰ってくるわけなので、そうい

う人々のニーズの全体の流れの中で、シンプルでわかりやすい表示とナンバリングが必要かなと思いま

す。 

今は例えばの話で、遠距離の場合の標識はこんなイメージというのは、仙台まで 350km、東京から

見たら 350km なんですけど、福島ぐらいから見たら仙台の北なのか西なのかという表示をちょっと出し

てあげるとか、そういうようなきめ細かいところは近くなればなるほど少し必要なのかなという気がし

ます。 

それとドイツだけでなくて、フランス、イギリスもそうですけれども、必ず街の中心部、center と

か central、ドイツ語では zentral ですが、街の中心部の看板が必ず出てくるので、迷ったらそれを見

ていけば、大体中央駅に行けます。中央駅に行くと、大体病院があってポリスがあるので、困った人た

ちはそこに駆け込めばいいのかなということで、街の中心部、警察署、病院、これは大概どこの国へ行

ってもあるような気がするんですね。そういう公益性の高い公共サービスへの誘導というのも、海外か

ら来た人たちには意外と安心感になってくるという感じがします。 

あと、高速道路の出口がわかりやすいことが重要というのは、ドイツの場合は合法的に速度無制限

で 300km で走るんですね。例えば、ポルシェとかＢＭＷの高性能車に乗っていたら、すいていれば瞬間

的に 270 ㎞、280 ㎞出せますから、その速度でさすがに看板を見る人はいないですけれども、大体流れ

ている速度が、追い越し車線で 160 くらい、飛ばしている人で 200km くらいですから、その速度でわか

る看板が直感的に出てくるんです。確かに長いドイツ語の街の名前のスペルだと僕らもわからないんで

すけれども、そういうときは何番の出口を出ればいいよねということでＥＸＩＴ113 番とか、そうする

と、その番号を目指していけば順番通りに出てきますし、出口まであと何メートルというのもカウント

ダウン方式で、数字で出すケースもありますけれども、こういう斜めの棒が５本あったら 500m みたい

な。ですから、数字を読まなくても直感的にパッと見れば、あと 300ｍで出口だな、もうブレーキ踏ん

で、レーンは車線変更しておかなければいけないなとか、とにかく走っているドライバーに対する指示

が的確なんですね。止まって考えているときにつくったものは、大概ドライバーが走っているときに使

いにくいのは、やはり走っている状況の中では、ドライバーはいろいろなことを、安全運転とか他のこ

とに気を取られていますので、大体３割頭くらいしか残っていないと思うので、３割頭でも直感的に間

違えなくわかるようなことが必要かなという気がします。 

最近、山手トンネルができたおかげで、湾岸線に中央高速という道路標示が出てくるんですね。山

手トンネルで首都高４号線から中央高速なんですけど。中央高速というのは知っている人は知っている、

知らない人は知らないので、こういうところも道路の名前よりも、例えば八王子とか大月とか、甲府と

か河口湖とか目的地ですね。それと東京で一番僕らもよく悩むのは、長野とか新潟、富山のほうに行く

ときに、関越で行くのがいいのか中央高速で行くのがいいのかというのが、結構どっちもどっちみたい

なところがあるので、そういうようなチョイスがあるときには、一つ手前に軽井沢があって、関越だっ

たら軽井沢に行けますよとか、中央高速でしたら八ヶ岳経由とか、何かそういう途中の通過点も入れて

いただけるとわかりやすいなというのがあると思います。 

あと、これからは恐らく自動運転でいえばレベル２ぐらいのところは 2020 年くらいまでに、ダイナ

ミックマップとともに整備されていくと思いますので、車のほうは今度プローブ化してきますから、そ

うなったときに標識の看板のあるべき姿と、ナンバリング、カーナビとの連携も、どうせナンバリング

あるいは道路標識をリセットするのであれば、自動走行を見据えた新しい時代の新しいコンセプトでや

るのが一番いいと思います。全部が全部、人間が見なくても、ある程度コンピュータの方で認識できる

ような時代になっていくと思うんです。 

最後に、規制速度の標識云々の話があるんですけれども、たまたま古屋圭司さんが国家公安委員長

のときに、速度見直しというので委員会に出ていたのですが、その中で、私はやみくもに上げるだけじ

ゃなくて、むしろもっときつくしなければいけない、街中のゾーン 30 とかあるなという意見を言って
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いたんですけれども、たった一つ高速道路を走っていると覆面によく捕まっちゃうねみたいな話がある

のですが、捕まりたくて捕まっているわけではなくて、ついうっかり出ちゃったというバージョンが結

構多くて、それは自車の速度と規制速度がわかりにくいんですね。特に日本の場合は高速道路 100km は

表示がない、国道 60、高速 100 という看板がないんです。なので、規制速度のあり方が、しばらく看

板がないときには、ここは 100 なのか、たまたま 80km の看板がないのか、あと電光掲示板で出された

ときには球が切れていたら見えないとか、そこは、かなり今は不親切になっている。もう一つ追い越し

車線について、警察庁に言わせると追い越し車線は追い越しだけだと言うんですけれども、現実は道路

の交通量を見てあそこは通過レーンになっていますが、一番スピードが出るレーン側に、中央分離帯に

速度看板がないんですね。これは日本だけです。どこの国に行っても一番スピードが出る中央寄りに看

板があるんですね。じゃ、その看板を立てる規則とかプロトコルはとその委員会で言ったら、ちょっと

曖昧としていたような記憶があるんですけれども、そういうところも少し考えていかなければいけない

なという気はします。 

あと、今日はＮＥＸＣＯ中さんと東さんが来ていますけれども、ちょっと雪が降っただけで、中は

すぐ 50km 規制なんですが、東は意外と行け行けで、軽井沢あたりは 80km です。だから、雪の量、季節

でも道路会社によって規制速度が変わってくると、ドライバーから見て直感的に感覚が合わないんです。

そうすると、結局ＮＥＸＣＯ中の規制で走っても何にもないと、規制速度 50km でもみんな 100km くら

いで走っていますから、そういうところで実勢速度との乖離が生まれると看板に対する信頼感みたいな

ものがなくなってくるので、そういう高速道路会社の横串をもう少し通していってほしいなということ

と、伊勢湾岸のところは漢字が８個くらいつながって出てくるので、これは 100km で走っていると読め

ないですね。ですから、単純に新東名で行けば、よく鈴鹿サーキットに行くんですけれども、伊勢湾岸、

長島、足湯のサービスエリア経由鈴鹿に行きたいのですが、鈴鹿とか四日市と書いてくれればいいんで

すけれども、中央高速とか伊勢湾岸道路という道路が目的地になってしまっているというところが、と

にかく一番早急に直さなければいけないなと、家田先生、とりあえずこんな感じなので、よろしくお願

いします。 

 

【家田委員長】どうもありがとうございました。 

 それでは、これから 11時ぐらいまで委員の皆さんから、今のお２人のお話に御質問や議論をしてい

ただくことにしたいと思います。 

 特に順番を決めませんけれども、御質問を御希望の方は言っていただいて、一当たり御質問や何かを

言っていただいた後で、マリ・クリスティーヌさんと清水和夫さんにそれぞれお答えいただくことにし

て、また次のサークルというふうにしたいと思います。いかがでしょうか。 

 それでは、楓さんからどうぞ。 

 

【楓委員】お２人にお伺いしたいのですけれども、首都高速は何号線ということでナンバリングされて

いるということですが、今の首都高速のナンバリングというのは非常に外国の方から見てもわかりやす

いものなのか、それとも、もっと何か改善したほうがいいのかというところを教えてください。 

 

【家田委員長】ありがとうございます。 

 ほかにどうですか。 

 それでは、今の楓さんからの御質問にそれぞれお答えいただくようにしましょうか。 

 先にマリ・クリスティーヌさんからいかがですか。 

 

【マリ・クリスティーヌ氏】ナンバリングは、首都高はわかりやすいのですけれども、ただ事前に、何

のナンバーに乗ればいいかということの宿題をして乗る分にはいいのですが、乗ってからがわかりづら

いというか、２番と３番で分かれたところで、そこまで行ってしまって、また乗れないんですね。例え

ば出口はあっても入口がないところもあったりして。だから、間違えられないというところが一番大き
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な不安ですね。 

ですから、さっきも言いましたように、なぜ、こういった米軍の方向けの資料を持ってきたかという

と、米軍の方々が地元で生活して、英語で彼らが認識できないと生活できないわけで、恐らく大使館員

の方々とか、大使とかそういう方々は運転手さんが日本人だったりするから日本語ができるので、そん

なに難しくないのですけれども、ひとりで生活したり、あとは観光客の方だったりすれば、本当に事前

の宿題というのがすごく重要になってしまっているという感じです。 

 

【家田委員長】ありがとうございます。 

 清水さん、どうですか。 

 

【清水和夫氏】首都高は本当によく利用するのですが、最近はかなりＣ１、Ｃ２、あと東京外環が開通

すると本当にネットワーク化するので、ある意味、首都圏の高速モータリゼーションが、ようやくこれ

から始まるのかなという感覚ですね。オリンピックのときにできた高速道路が、ようやく 50年で完成

という感じがするんですけれども、やはり谷町ジャンクションあたりに行くと目的地が書いていない。

意外に谷町ジャンクションで新宿が出てこなかったりする。ですから、ああいう看板をつけるところ、

Ｃ１とかナンバリングはいいのですが、やはり看板のほうにちょっと違和感はあります。 

 

【家田委員長】ありがとうございます。今日お話をいただいたのは、ルートのナンバリングという問題

だけで到底解決するわけではなくて、そこで地名をどういうふうに入れるべきか、あるいはディレクシ

ョンをどういうふうに入れるべきか、というようなことを総合的にやって初めて十全を帰すことができ

るのだけどもという全般のお話がありますので、この委員会は高速道路のナンバリングではあるのです

けれども、そのナンバリングが有効に寄与するためにはほかの事項についても、これは時間がかかると

思いますが、改善していかなければいけないのだというようなベーシックなところが共通の理解になる

のではないかと思います。 

 ほかにいかがでしょうか。 

 赤瀬さん、どうぞ。 

 

【赤瀬委員】質問でございますが、ちょっと勇み足になってよろしいのかどうかわかりませんが、資料

４の絵が、現在、日本の高速道路で使われている標識なんですね。この資料４を使わせていただいてよ

ろしいですか。 

 

【家田委員長】どうぞ。 

 

【赤瀬委員】２ページ目が一般的な目標地、横浜青葉とか市ヶ尾と書いて、それに接続している国道名

が出ていたりインターチェンジ、出口番号が出ていたりしております。これが普通の近距離区間の標識

でございまして、次の３ページ目に、少し遠くなりますと、白地の中に圏央道とか関越道とか道路名が

出まして、その下に目標地、八王子とか川越とか書こうと、こういう仕組みになっているのが現状でご

ざいます。このあたりについて、先ほど来の御指摘も、実はかなり重複しておりますけれども、少しこ

の標識の具体例をごらんいただきながら、ここのところがどうも困るのだというあたりの御意見をお聞

かせいただけると参考になるかなと思うのでございますが。 

 

【家田委員長】ありがとうございます。 

 いかがでございましょうか。 

 

【清水和夫氏】これはジャンクションですね。ジャンクションの場所に行けば、この表示は確かに目的

地と道路が出てくるのですけれども、問題は、このジャンクションに行く手前の段階で正しいガイドが
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できているかというところのほうがドライバーとしては重要で、ここまで来れば安心して自分の選択が

できるのですけれども、ここに行けるかどうかのところですね。 

 

【マリ・クリスティーヌ氏】同じですね。結局、ジャンクションのところで選択肢に困るわけで、パッ

と見ないと間違えたり、例えば箱崎一つとっても、首都高から行くと左におりていくじゃないですか、

人形町というか浜町のほうに。なのに、真ん中のレーンに入らないと左におりられないということがわ

からないので、本当に直前に行くまでわからないんですね。そのまままっすぐ行きたがるじゃないです

か、左におりたいわけだから。そうすると、あっと思って、またウィンカーを出しながら中に入れない

ですし、そこのところのグルグルというのが非常に難しいので、もっと手前のところから右側に寄って

いないと。 

 この英語で書いてあるところが、例えばどこから、ステイ・オン・ユア・ライトとかステイ・オン・

ユア・レフトとちゃんと説明しているのですね、この文章で。というのは、外国の人は日本語が読めな

いわけですから、ここに入る前は必ず左のほうに行きなさいとか、出る出口を必ず左のほうを選択して

くださいとか、ここの場所は右のほうのレーンにいたほうがいいですよという説明が常にあるわけです

ね。それで日本語のナビを聞いていると、右側にお寄りくださいとか言われるのですけれども、ナビも

当てにできないじゃないですか。気がついたらば、その信号を右に曲がれと言っているのにもう過ぎて

しまっているという状況なので、ナビがちゃんとプリサイスになれば、もっと右に曲がれると思うので

すけれども、特にここのところの情報が多過ぎて、手前からがなさ過ぎるというのが一番大きな点です

ね。 

 

【家田委員長】今の赤瀬さんの御質問にちょっと私もかぶせて質問させてもらって、特に清水さんに意

見を賜りたいのですけれども、今、赤瀬さんが参照された資料の３ページですね。資料４の３ページの

一番右上のところに、圏央道の八王子と久喜白岡というのがあるのですが、この物の考え方だけれども、

圏央道というのをつくった側の供給の論理からすると、圏央道というのはぐるっとつながっているので

「圏央道」なんだけれども、使う人間からすると、圏央道を八王子の方に行く圏央道と、今僕がそれを

使おうとしている、その圏央道と反対の側に行く圏央道は全く意味の違うものなんですね。ところが、

八王子、久喜白岡だって、何もそんなにメジャープレイスではないので、こう言われるよりも、僕の経

験だと、外国だと圏央道、サウスバウンドとかノースバウンドとかディレクションがあると、これは圏

央道のこっち側半分のことを言っているんだな、あるいは自分にとって関係ない、こっち側はこうだな

というのがあると思うんですけれども、今議論しようとしているのは、圏央道を単に「圏央道」と書く

だけではなくて番号をつけて、少なくとも圏央道のアイデンティティーというのを高めようと思ってい

るのだけれども、ディレクションというものを入れたほうがいいのではないかなという感じがあって、

今回のナンバリングプラスアルファの話ですが、その辺、清水さん、どんな感じかちょっと御意見を。 

 

【清水和夫氏】まさしく大きい首都圏の北に行きたいのか、南に行きたいのかという方向感ですね。北

極星を見ながら旅人はという話と関係して、アウトバーンはヒットラーによってつくられたのですけれ

ども、その辺でメルセデスベンツの昔の古い資料の中に道路のつくり方というドイツの、家田先生が御

専門だと思うのですが、やはりキリスト巡礼の旅のキリスト教徒たちが迷わないように道をつくって、

最初に町に入ったときに教会の屋根が見えるように道をドイツはつくったと言うんですね。それがアウ

トバーンにも残っているという話を聞いたことがあるのです。ですから、車を運転する立場からすれば、

確かに目的地も必要なんですけれども、圏央道ぐらい大きくなると首都圏全体の俯瞰したイメージがわ

かったほうがいいと思うし、生活パターンも、確かに東北道へ行く方とこちらの中央高速に行く方では

ライフスタイルが多少違うと思うのですね。そういうダイナミックなイメージが直感的にパッと湧くと

いうのは非常に。それで、多過ぎるとやはり、かえってディストラクションしてしまって、ここでちょ

こちょことブレーキを踏まれると、それが渋滞の原因となったりとかしますから、フォントは１個でも

少なくシンプルにしたほうがいいと思います。 
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【家田委員長】ありがとうございます。 

 それでは矢ケ崎さん、お願いします。 

 

【矢ヶ崎委員】お２人の先生、大変興味深い御説明をありがとうございました。 

 ２つ質問というか、１つは質問というか御意見を頂戴したいのと、もう１つはこんなものはどうなん

だろうということに対する御意見をいただければと思います。 

 １つ目は、清水先生がお話になられました 200 ㎞から 300 ㎞ぐらいのエリアを固まりで見ていくとい

う考え方が非常によいと思うのですが、そのときに高速道路の番号をつけることと、デスティネーショ

ン表示をするということがとても重要だということで、そのデスティネーションも、日本語の漢字でパ

パッと見ると２文字でしかないものが、「ＳＨＩＮＪＵＫＵ」となると、かなりアルファベットは多い

ですね。実は私の欧米から来た友達が、長野の温泉で待ち合わせをしたら名古屋に行ってしまったんで

す。「ＮＡＧＡＮＯ」と「ＮＡＧＯＹＡ」のローマ字をどこかで読み間違えて、すごいそっくりなんで

すね。それで行って迷って大変な思いをしたこともあるのですけれども、何が言いたいかというと、そ

のデスティネーション自体にも番号をかけたほうがいいのか、あるいは番号というよりも、訪日外国の

方々がこのデスティネーション、みんなが知りたいというものについては何かマークみたいなものをか

けたらいいのか、非常に文字を少なくしたほうがいいと思うのですけれども、これはどうかなと、両方

とも数字でかけていったらいいのかということについて御意見をいただきたいと思います。 

 それと、今資料４を改めて見ていてそうだなと思ったのですけれども、基本的に緑色の看板に白で２

色ですね。これにもう少し見やすい形の色を加えて情報量を多くするということはどうなのかなという

気がちょっとしております。というのも、東北道を走っておりますと常磐道へ分岐するところに、こっ

ちがいわきで、こっちが会津ですみたいな急カーブがあるんですけれども、そこは色分けをされていて、

ずっとその色をたどっていくと非常にスムーズに曲がっていけるのですが、そういうものは何か規制が

あって、この２色でやらなければいけないものなのかどうか、また色が入るとドライバーにとっては見

やすいのか見にくいのか、ちょっとわからないこともあるので教えていただけたらと思います。 

 

【家田委員長】色使いのルールについては、まず事務局からどうですか。 

 

【事務局】平成 26年に標識令という、標識を定める規則が改正されておりまして、その中で色使いと

いうのはかなり使えるようになっております。具体的に言いますと、有色矢印を使うことができるよう

になっていまして、例えばまっすぐに行くほうと左に分離するほうを別々の色で、例えば青と赤とか、

なるべくわかりやすい色で表現することができます。実際の運用としては舗装の色と合わせてわかりや

すく利用者の方に分離をしていただくとか、まっすぐ行っていただくというのを間違いないようにして

いただくようにしています。現在、規則上はそういったものをどんどん使える状態にはなっております。 

 

【家田委員長】ルール上のことはよろしいですね。 

 それでは、これに関するコメントをお２人からいただきたいと思います。 

 

【マリ・クリスティーヌ氏】例えばアメリカの場合ですと、インターステイトハイウェイとＵＳハイウ

ェイというのが分かれていまして表示でわかるんですね。上にチョンチョンとついているのがインター

ステイトで、こっちはＵＳハイウェイとなっていて、そういう見分け方もあるのと、あと色を余りつけ

られてしまうと、逆に色を覚えなければいけなくなってしまうからどうなのだろうなと私は思うのです。

ただデスティネーションと、さっきも言われたように、どこどこ行き、それでシティセンターは、さっ

き話がありましたように、シティセンターさえわかれば、自分たちが行こうとしている目標には向かっ

ている。あとは聞ける。それと、恐らく世界で一番ＧＰＳとナビシステムは日本が発達しているのでは

ないかと思いますのは、アメリカで使うＧＰＳの機械で道路をずっとたどっていきますと、とてもシン



- 11 - 

プルなんですよ。恐らくロードもすごくシンプルなので、そういう点ではシンプルがベストだと思うの

です。日本というのは、ものすごく複雑じゃないですか。どんどんどんどん近づいていくと、こんな農

道もあるのかしらと思うような青い線が出てきたりして、そこを使って迂回したりするのですけれども、

それは日本人が非常に工夫能力があるからうまくやれると思うのですが、システムとして考えるときに

は番号というのがすごく大事だと思いますのは、日本独自のやり方ですごく最先端なものができてくれ

ば、恐らく世界がまた日本をまねしてくれるのではないかなと私は思うのですね。だから、まねしてく

れるぐらいわかりやすいやり方、システムというものをつくっていただけるといいかなと思います。 

 あと、道路名が日本はないんですよ。アメリカもヨーロッパもそうなんですけれども、ここでおりる

と、どことどこの道が交差しているところにおりますよ、一番近いところがここですということを教え

てくれるので自分が行きたい場所に行けるのですけれども、日本というのは道の名前がほとんどついて

いないような状況なので、おりたらそこにたどり着けるかどうかが不安ですね。 

 

【家田委員長】 清水さん、どうぞ。 

 

【清水和夫氏】色の問題はあるんですけれども、ドライバーの安全運転から考えると、視界が一番悪く

なる夜間、雨というような悪条件のときに、一番視認性のいいものがシンプルでいいと思うのですね。

最近はＥＴＣが紫の色を使っていますので、これは意外と直感的に、ここはＥＴＣゲート、スマートイ

ンターがあるなとかわかるので、これはこれでうまくいっているのかなという感じがします。 

 あと高速道路の話でいうと、ちょっとややこしいのが、ドイツなんかは速度無制限のアウトバーンと

一般道におりたときはすぐにわかるのですけれども、日本の場合は、特に北関東道の大洗のあたりから、

知らないうちに一般自動車専用道になるのですが、そっちが 100 キロなんですね、お金を払っているほ

うが 80 キロで。だから、ああいうところが道路の定義によって、有料高速道路、自動車専用道路、一

般国道みたいなバージョンがたくさん出てくると、ドライバーが、今ここはどこなのというような錯覚

というのもあると思うのです。 

 それで今、マリ・クリスティーヌさんがおっしゃったように、大事なのは途中でリマインドしたいの

で、僕は間違っていないよねと。ですから、例えば仙台の方向に向かっていたら、途中から仙台セント

ラル、セントラル、センター、センターといえば町の中心に向かっているなとか、仙台エアポートとか

ポリスとか、途中で、小さくてもいいですからリマインドできるような看板があれば、あなたは間違っ

ていないですよということが……。 

 それで、スタティックに情報を出しても、自分が今動いている中で正しいかどうかの判断は、今のと

ころ、自分かカーナビしかできないのですけれども、カーナビは目的地を入れなければいけないのでな

かなか、僕らも海外へ行くとカーナビは使いにくいんですね。目的地がわからないですから、異国の人

には。それで、先ほど名古屋と長野でしたか、同じケースがフランクフルト空港におりて、僕は、よく

レースでニュルブルクリンクというのがあるのですが、１周 20キロの 24時間レース、フランクフルト

でおりてニュルブルクリンクとニュルンベルグを間違えてしまう人がいるんですね。これは東と西正反

対で、とんでもなく 1,000 キロぐらい見過ごしてしまうのですけれども、そうすると、Ｅ３の西に行け

と。次から来る初めての不慣れな人たちが来たら、フランクフルトエアポートで車を借りたら、ニュル

ブルクリンクなんて田舎のサーキットなのでナビにも出てこないので、とりあえずＥ３のヨーロッパの

３という番号の西に行けと。そうするとニュルブルクリンク、その手前にコブレンツとかそういう都市

名が出てくるので、それをちょっとメモっておいてあげると。だから、ドイツでもニュルブルクリンク

とニュルンベルグみたいにややこしいところがいっぱいあるので、そういうときに、やはり道路のナン

バリングと東西南北の位置感があると、より間違えずに行けますね。 

 あと、先ほどちょっとキリスト巡礼の話をしたのですけれども、もし日本独自の文化的なことを言い

たいのであれば、何か参勤交代の時代の宿場町を入れるというのも、昔は中山道とか古風な名前がいっ

ぱいついていましたね。それと、最近は道の駅がものすごくありがたいんですね。うまくいっていると

ころもたくさんあって、おいしいものもあって、だから、何か道の駅を一つの通過ポイントとして使っ
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ていくというのもありかもわからないですね。道の駅も漢字の名前だけだとわかりにくいので、そこも

ナンバリングを入れる。あれは今、日本の政策の中のかなりのキラーコンテンツになりつつあるのでは

ないかと思います。 

 

【家田委員長】ありがとうございます。 

 鳥塚さん、いかがですか。 

 

【鳥塚委員】貴重なお話をありがとうございます。 

 マリ・クリスティーヌさんから、必要な情報がまだ足りないというお話があったのですが、日本の道

路標識というのは、やはり海外に比べると、逆に非常に情報量が現実に多いのではないかと思うのです

ね。結局、情報量が多いのに必要な情報が入っていないという状況ではないのか、情報量が多過ぎてわ

かりにくくなっているというところがあるのではないかと思うのですが、それに関して御意見をいただ

きたいと思います。 

 それから、清水さんのほうから、これから自動運転等が将来的にはありますし、現状もナビが普及し

て、これがＤＳＲＣ等、そういったＥＴＣ2.0 を使った情報提供も技術的にはできるような状況になっ

ている中で、道路標識の役割というのがだんだんと、今までよりは重要度が下がっていくのかなという

ような気もしていまして、私個人的には、やはりどんどんシンプル化したほうがいいのかなという気が

しているのですが、例えばナンバリングをしたときに、今の道路標識にプラスアルファでナンバリング

の情報をさらに入れていくのがいいのか、それとも、ナンバリングをすることによって今の道路標識の

情報を大幅にシンプル化、単純にしたほうがいいのか、その辺、少し御意見があればお伺いしたいと思

います。 

 あと最後に、先ほどから方向で示すのがわかりやすいという、都市の方向ですね。これは非常に私も

感じるのですが、ただ大陸と違って日本は途中で 90 度曲がっているので、東と西で方向感覚が非常に

変わるんですね。私も関西出身ですけれども、やはり、どうしても今でも東京の東西南北は、ボーッと

しているとなじめなかったりするところがあって、この日本独特の 90 度曲がっていること、特にマ

リ・クリスティーヌさん、何かそのあたりで、日本の地方へ行ったときに戸惑ったりすることはないの

かなと思ったのですが、その辺、もし何かあればお聞かせいただけたらと思います。 

 

【家田委員長】それでは、それぞれお願いいたします。 

 

【マリ・クリスティーヌ氏】幾つかあるんですけれども、日本の道路というのは、今言われたように北、

南なのかと。私は、よくナビでどっちの方向へ行っているのかなと思いながら見て自分でも操作するの

ですけれども、外国から来られると、まず１つ大きな問題は、もちろん看板だけではなくてＧＰＳを使

うときの問題が一番大きいんです。まず、英語のＧＰＳがほとんどないです。それをレンタルすること

はできるのですけれども、インターネットのレンタル会社だと外国人に対応している支店、例えばトヨ

タにしても、ニッサンにしても、日本レンタカーとか、対応されているところだけは英語のＧＰＳがあ

るんですね。それは結局、また高くてお借りしなければいけない。 

 あともう１つは、クレジットカードは日本の高速道路で外国のものはほとんど使えないんです。です

から、例えば米軍の方々にしても、うちの父もアメリカに住んでいて、今はいないのですが、アメリカ

から日本に来たときに、自分のアメリカのディスカバリーカードを、まだＥＴＣをやっていないときに

クレジットカードで払おうとすると却下されてしまうんです。なぜかというと、日本の普通の銀行もそ

れを受け取らない。本当に幾つかの、例えばシティバンクとか中央のところでなければいけない。です

から、そういうところのソフトの連動というものもきちんとシステムの中にこれから組み込まなければ

いけないと思うのですね。 

 それで、今言われましたように、情報というのが非常に多いけれども、必要な情報がなかなか、先ほ

ど言いましたように、地元の方々向けに看板をつくっているような感じがするんですよ。わかっている
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人たちは、ああ、こっちとわかるようにしているので、やはり知らない方のために想定した形で、もう

一回整理し直したほうが私はいいのではないかと思うのです。 

 それで、今日お配りさせていただいた紙の中の「ＮＥＷ ＳＡＮＮＯ ＨＯＴＥＬ ＤＲＩＶＩＮＧ」

というのは、米軍の方々は、大体座間から、横田からでも、横須賀からでも山王ホテルに来るんですね。

東京にとって彼らのシティセンターは山王ホテルなんです。というのは、そこに米軍基地があるわけで

すからホテルがあるので。それで裏を見ますと、こういう地図がついているのですけれども、これは横

須賀から来るのですが、Honcho-Yamanaka Toll Road というところから Exit６が横須賀、葉山があるん

ですけれども、それをずっと通過していきながら、ここでおりるのではないんですが、こういう看板が

ありますよと。Exit６がありますけれども、ここはおりずにＹＯＫＯ-ＹＯＫＯ Toll Road に乗って

Last Toll がＫＡＲＩＢＡですと。このとき 900 円ですからＫＡＲＩＢＡで払って、それから保土ヶ谷

バイパスに乗って、ここで選択させてくれるのが、ベイブリッジのほうから行くのか、それとも横浜新

道も選べるのですけれども、八王子・横田と書いてあるんです、外国の方は。なぜかというと、八王子

はわからないけれども、看板は八王子、でも横田はわかっている。ですから、今言われたように、デス

ティネーションがどこなのかということがすごく重要で、もしオリンピックを目がけてこれをされるの

ならば、ソフトもここにうまくＧＰＳとかそういうものに組み込みながら情報を入れていかないとわか

らないと思うので、番号にしたときに、ここからここまで行くソフトウェアのホームページをつくって、

マップを地図で出せるようにして、それで番号をずっとたどっていけるように、こうやって簡単にして

いけば、すごく役に立つと思います。 

 

【家田委員長】では、清水さん。 

 

【清水和夫氏】確かに日本は 90 度に曲がっているので、単純な東西南北ではないと思うんですけれど

も、そこで例として書いたのは、例えばノースイーストとか、東北なんていうのは東・北ですから、東

西南北を２つぐらい組み合わせればアバウトでどっちかなと。全く正反対というのはないねという、太

陽がどっちかから出てきて。だから、怖いのは真反対に行ったときに、とんでもなく見過ごすので、大

体のところに行っていれば、あとは近づいてきたらプリサイスしていけばいいのではないかなと思うの

です。 

 それで、とりあえず背骨のところの高速道路、ＮＥＸＣＯ中・西・東のところだけは、ナンバリング

で幹線を持って通していけばいいのかなという気はちょっとしています。 

 あとＥＴＣは、今は大体アメリカも有料高速道路がワシントンとニューヨークの間にふえてきている

ので、世界は有料化の流れなんですけれども、そうすると、結構ＥパスとかＩパスとかわかりやすい、

何かＩというマークだったりするので。ＥＴＣも、利用者はＥＴＣはわかるのですが、ＥＴＣを持って

いない人はどっちに行けばいいのとか、あとＥＴＣカードは、今マリ・クリスティーヌさんがおっしゃ

ったようにクレジットカード決済なので、そこを何とかしてあげないと、なかなか海外から来た方は、

成田でレンタカーを借りてすぐＥＴＣというのはちょっと無理なので、そうすると、外国の人がＥＴＣ

を使わないことになる。僕らが海外に行ったときにはプリペイドカードみたいなものがあって、それで

簡易的に決済するというケースもあるんですね。イタリアとかフランスなんかは。 

 

【家田委員長】ＥＴＣのカードを持っていない人がレンタカーを借りたときはどうしているのですか。 

 

【清水和夫氏】ＥＴＣは使えないです、ゲートは。カードを入れないと。 

 

【家田委員長】そうなんだけれども、持っていない人はレンタカー屋が貸してくれないんですか。 

 

【清水和夫氏】カードは個人ですから。 
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【楓委員】レンタカー自体がクレジットカードで、日本で使えるクレジットカードを持っている人じゃ

ないとレンタカーが予約できないんです。 

 

【マリ・クリスティーヌ氏】あと、外国はコイン投げがあるんですよ。例えばアメリカの場合はバスケ

ットがあって、それこそ 100 円とか 200 円をポンと投げればいいというふうなやり方に、もし変えるな

らばそれはできると思います。 

 

【家田委員長】ちょっと時間が来たので、そろそろ終わりにしたいと思うんですけれども、１点だけ私

からお２人に御意見を賜りたいと思っているのですが、今回の委員会の主たるタスクは、いわゆる高速

道路、しかも幹線高速道路のほうに番号をつけようかなと。それで、つけるに当たってはどういうポリ

シーでつけるのがいいかなというところがタスクなんですね。もちろん、それに関連した話は、ディレ

クションの話とかデスティネーションの話とかいろいろあるのですが、それは全部セットにすると、き

っとまた先送りになるので、まずはこの番号づけだけでも決めてしまって、一刻も早く実現させるとい

うのが今回のタスクなのですが、その番号づけのときの考え方ですね。実は、ここまでもずっと昔に検

討された経緯もあって、それは理想主義といいますか、とにかく理想を追って番号をつけていくのです

が、そうすると、今度は理想を追うがゆえに現地の実情と合わないみたいなものが出て、例えばこっち

に１番をつけると、こっちが１番を取られたみたいな話になるとかならないとか、そういう話になるん

ですね。 

 それで今回、私自身が考えているのは、無用の混乱をなるべく避けて、実現をなるべく容易にしない

と、多分、また先送りになってしまうので、一つの考え方ではありますが、今ついている国道がござい

ますね、１号線なり、４号線なり、６号線なり、ああいうものを準拠しつつ、そこにエクスプレスウェ

イならＥか何かをつけて、東名だったらＥの１号になるとか、常磐道はＥの６号になるとか、そういう

あまり現地でひがみとか突っ張りとか、そういうことが生じないようなやつのほうがいいのではないか

なとは思っているのですけれども、番号のつけ方のあり方についてお２人の御意見を賜りたいと思いま

す。どちらからでも結構です。 

 

【清水和夫氏】日本橋起点でというイメージはあるんですけれども、先ほど申し上げたとおり、中山道

とか昔の江戸時代の道のつくり方、名前のつけ方、それに沿って骨のところだけはナンバーをつけてい

く。そのナンバーの頭にアルファベットを２文字ぐらいつけて、東・北なのか、西・南なのかというの

をつけると、そのアルファベット２つと数字２桁ぐらいで、直感的には自分はどっちに向かっているの

だなというのがわかるかなと思います。 

 それで大きな、例えば伊勢湾岸道路みたいなところは大きなリングになるので、そういうところは何

かリングのＣを使ったり、首都高が使っているＣ１、Ｃ２の伊勢湾岸バージョンみたいなものを使う。

だから、縦横とリングを仕分けしていけば、大体背骨のところは通せるのかなという気はいたします。 

 

【マリ・クリスティーヌ氏】私はまだ、これがいいということを言えるぐらいの情報を把握していませ

んので、何がベストということはわからないんですけれども、まずシンプルであるということと、今清

水さんがおっしゃったように、それから家田先生がお話したように、エクスプレスのＥをつけるという

のは、すごく私は大事だと思いますし、あと、例えば 16 号線というのがアメリカのルート 66みたいな

イメージなのかなというような感じがするので、昔から歴史的に残っているところはきちっとそのまま、

ちゃんと継承していきながら考えるといいと思います。 

 それと、私たちも一般的に生活している中で、例えばこれが町道なのか、農道なのか、市道なのか、

県道なのかが全然わからないような状況で道路というのはあって、例えば農道だとトラクターは逆走で

きるけれども、それにくっついていったらこっちが違反になって罰金を取られたんですね。というのは、

トラクターとかそういう農機具として使っているものとの差異があって、そんなものは外国から来てい

る人はわからないわけですよ。ですから、そこを曲がって警察に捕まってしまって、何で、あの人は行
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ったのにと。あれは作業用の車だから大丈夫、だけど、私はわからないからついていきましたと、そう

いうところのややこしさを、もうちょっと全体的に考えてやっていただけるといいかなと思います。 

 

【家田委員長】どうもありがとうございました。それでは、お２人からのお話を伺う、そして、その議

論というのはここまでにさせていただきたいと思います。どうもお忙しいところをお２人ともありがと

うございました。 

 お時間が許されるようであったら、この後も聞いていただいて結構ですし、お忙しかったら出ても結

構ですので、どうぞよろしくお願いします。また、途中で御発言いただいても構いませんので。 

それでは、引き続きまして次の議題に入ります。前回、高速道路での実情について幾つか皆さん方か

らも御質問がございましたので、それを今日は高速道路会社のほうから御説明をいただくという時間を

設けております。早速ですが、よろしくお願いします。 

 

【東日本高速道路（株）】東日本高速道路会社の高橋でございます。 

 先ほど来も話に出ておりますけれども、番号を導入したときにいろいろな活用方法が考えられるわけ

ですが、その一つとして、案内標識について現状どうなっているかというようなことを御説明させてい

ただきたいと思います。それと、前回の委員会で話題になりましたインター番号についても、今どのよ

うになっているのかということを御説明させていただきたいと思います。 

資料４でございます。１ページ目をごらんいただきたいと思います。この１ページ目に高速道路の案

内標識と表示内容について概要を記載させていただいています。左側を見ていただきまして、案内標識

を大きく入口案内と経路の案内、それから出口案内、休憩施設等の案内という形に分かれておりまして、

一番上の入口案内は一般道路側についておりましてインターチェンジの入口に案内をしているものでご

ざいます。これにはインターチェンジ名称、インターチェンジ番号、それから、例えば一番上でいくと

200ｍ先右折とか方向等が記載されております。 

次に単路部と書いてありますけれども、高速道路の本線を走っていただきますと、インターチェンジ

から高速道路に流入した直後に上から２番目のような表示がございまして、まず次のインターチェンジ

ですね。ここでいうと横浜青葉 3-1 番、これが２㎞先ですよということ、それから次の次が横浜町田、

４番ですけれども、これが 10㎞先ですよということ。それから遠方地名の案内、ここでいうと静岡

157 ㎞というようなことが書いてありまして、これが先ほど話に出ておりますダイレクションを示す一

つになっているかと思います。 

それから、ジャンクション部につきましてはその下でございますけれども、ジャンクションの名称、

番号、ジャンクションにも番号がついております。それからジャンクションまでの距離 1㎞ですよとか、

２㎞手前ですよとかですね。それから路線名です。直進すると東北道、左に行くと北関東道等の路線名

です。方向、それから目標値ということで、まっすぐ行くと東京、左に行くと高崎等と、こういった案

内が出ております。 

それから出口につきましては、また後ほど詳しく説明いたしますが、インターの出口付近にそれぞれ

の距離に応じてインターの名称ですとか、番号ですとか出口までの距離等を案内しているというような

ことでございます。 

休憩室についてはちょっと省略させていただきます。 

次の２ページ目をごらんいただければと思いますけれども、ここで出口案内標識がどんなところにど

んな内容がついているのかというのをもう一度御説明させていただきます。 

真ん中に一連の標識がズラリと書いてありますけれども、下から行きまして、インターを入ったとこ

ろで先ほど言いましたように確認標識ということで、次のインター、次と次のインター等々、行き先、

ダイレクションが書いてあります。それから、インターについては２㎞前と 1㎞前と 500ｍ前、それか

ら出口の行動点と言っていますけれども、ハンドルを操作しなければいけないような出口の行動点です

ね。それから分岐部、出口それぞれにこういった内容が書いてありまして、右側に大きく書いています

が、インターの名称と番号とインターチェンジをおりてから行ける都市名ということで、ここでは市ヶ
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尾と書いていますけれども、これは横浜市青葉区の市ヶ尾です。それから出口ということと 500ｍ、そ

れから接続道路として、ここを出ると 246 に接続しますというようなことを記載しております。 

続きまして３ページ目をごらんいただきますと、今度はジャンクションについて、関越道の上り線を

通っていただいて圏央道との交差部でございます鶴ヶ島ジャンクション、その例を引きまして、一つど

んな標識体系になっているのかを御説明いたします。 

右側に幾つか標識の写真がついておりますが、一番下ですね。これは２㎞手前に図形型の標識と呼ん

でおりますけれども、形のイメージでどっちの方向に行くとどっち方向に行けるのかというイメージの

ものをつけております。これは図形の場合と文字の場合があるんですが、図形を使っているのは、例え

ば４枝交差道路であったり、あるいはここでいうとインターとジャンクションが近い位置にありまして、

そういったものを明確に示すために図形のようなものを使っておりますということです。そこでは、ま

っすぐ進むと練馬、ランプを出ますと八王子、あるいは久喜白岡、圏央道に行きますというようなこと、

それから接続道路、圏央道なんですが、その先の遠方接続道路として、さらにそこを直進すると中央道

方向に行きますよとか東北道方向に行きますよというような遠方接続道路等も表示しているというもの

でございます。 

ジャンクションにつきましても、インターと同じように 1㎞手前、500ｍ手前の予告ですね、それか

ら行動点ということで、このような内容の情報を提示しているということでございます。それで一番上

に行きますと、先ほど家田先生から御指摘がございましたけれども、ジャンクションの中のランプでも

また方向が分かれますので、そのときに、この場合だと圏央道、圏央道ですね。八王子方向、久喜白岡

方向、さらに遠方の久喜白岡方向を通じて東北道に行く、あるいは逆方向ですと中央道、東名に行くと

いうようなことを記載しております。 

ジャンクションにつきましては、より目立つようにということで、上から２番目の写真にありますよ

うに、走行している写真の真上に大きく出すような方法で設置しておりまして、オーバーヘッド方式と

言っていますけれども、そういったものを主体的に採用しているということでござまいす。 

以上が標識体系でございますが、次に４ページ目と５ページ目に、前回ちょっと話題になりましたイ

ンター番号について今どうなっているのかということを整理しておりますので御説明をさせていただき

ます。 

まずインターチェンジ番号ですが、東北道、東名道、中央道のような縦貫道については起点から終点

に向かって大きくなるような番号をつけております。それで、縦貫道から分岐する道路の場合について

は分岐のジャンクションを起点にして、次のインターチェンジから１番、２番という形でつけていると

いうことでございます。先ほども言いましたけれども、ジャンクションについても番号をつけておりま

す。 

今説明したことを右側の地図で一つ事例をつけておりますけれども、上下に走っておりますのは関越

道で東京から新潟方向に向かうということでございます。右下に７番花園、８番本庄児玉等々、今説明

しましたように順番でついているということでございます。途中で、藤岡ジャンクションで左側に上信

越道ということで分かれまして、また１番から藤岡、吉井ということで順番に１番、２番がついている。

さらに北に行きますと、今度は北関東道と分かれます高崎ジャンクションがございまして、ここではジ

ャンクション番号は 9-2 という形で、インター番号は前橋南から１、２、３という形でついているとい

うことでございます。 

ごらんになってわかりますように、枝番がところどころについております。供用後にいろいろインタ

ーチェンジが追加になっておりまして、それについては今、枝番等がついております。それで、こうい

った追加のインターチェンジというのは、ここ５年くらいで見ますと毎年 10 個くらいできておりまし

て、今後もまだ計画中であったり、施工中であったりするものがございますので、どうしてもこの当初

つけたものの間にこういった形で入ってきてしまうというようなことでございます。 

続きまして５ページ目をごらんいただきますと、では、環状道路なんかはインター番号どうなってい

るのということで圏央道と外環をつけております。圏央道、外環については接続する放射縦貫道がござ

いますので、その間ごとに 10番単位で分割して番号をつけておりまして、時計回りで順次番号をつけ
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ているということでございます。 

例えば中央道から関越道方向に向かっていきますと、あきる野 42、日の出 43、青梅 44 という形で行

っておりまして、圏央鶴ヶ島が 47番で終わっています。それで鶴ヶ島、関越から東北道に向かいます

と、今度は 51番からということで、坂戸、川島が 50 番台ということで、東北道からさらに東に行きま

すと 60 番台という形でつけているということでございます。それが左側のポンチ絵で 60番台、70番

台、80 番台ということで、ジャンクションで区切って 10 番単位でつけているということでございます。 

この考え方は外環も一緒でございまして、外環も大泉から和光で 51、さらに 52、53 ということで、

50 番台、60 番台と同じような考え方で、環状道路で 10番単位でつけているという形でございます。 

一応、以上でございます。 

それで、今後の議論の参考になるかと思いますが、数がどれくらいあるのかということを参考のため

にお示ししておきますと、ジャンクションの案内表示ですね。これは仮に路線番号が導入されますと、

そういった行き先の高速道路等を路線番号で表示していくことになりますけれども、そのときに、そう

いったものを記載する対象になるようなジャンクション関係の標識で大体 5,000 枚くらい、ＮＥＸＣＯ

３会社でございます。それからインター番号関係でいきますと一般道についているもの、それから本線

についていて出口案内するもの等々を含めますと大体 11,000 枚くらい、現在ついていると思われます。 

以上、御説明を終わらせていただきます。 

 

【家田委員長】どうもありがとうございました。ただいまの御説明について、委員の皆さんから御質問

はございませんか。 

 それでは、鳥塚さん、赤瀬さんの順でお願いいたします。 

 

【鳥塚委員】八王子とか久喜白岡とか、その場所の名前を、どこの場所の名前を出すかという基準のよ

うなものはあるのですか。 

 

【東日本高速道路（株）】近傍で認識されやすい地名ということで選んでおりまして、明確に、例えば

県庁所在地だとかそういう形で決まっているわけではございません。そのとき、そのときというか、そ

の場所、場所で、利用される方が最も認識しやすい地名を出しているということでございます。いろい

ろ御意見はあろうかと思いますが。 

 

【鳥塚委員】それはＮＥＸＣＯさんの中で決められる、何か調査とかアンケートとかそういったものに

基づいているわけではなくて、ＮＥＸＣＯさんで決められているのですか。 

 

【東日本高速道路（株）】方法についてはＮＥＸＣＯで決めております。 

 

【家田委員長】インターチェンジの名前はＮＥＸＣＯで勝手に決めていいわけではないでしょう。 

 

【東日本高速道路（株）】これは標識委員会というものがございまして、地元の御意見等を聞きながら。 

 

【家田委員長】そこに、ことさらに市町村の名前が出てきて、聞いたこともないような市町村の名前、

あるいは市町村合併で、わけのわからない南アルプス市みたいなものが出てくるとか、ユーザフレンド

リーというよりは、地元市町村フレンドリーなネーミングになっているということは否めないね。今回

は、それは議論しませんけど。 

 

【東日本高速道路（株）】地元の御意見も聞いて決めているというのが実態でございます。 

 

【家田委員長】ユーザは地元とは限らないのにね。 
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【東日本高速道路（株）】そうですね、そういう意味では。 

 

【家田委員長】赤瀬さん、どうぞ。 

 

【赤瀬委員】今の関連で申し上げますと、気遣いが日本の特徴なものですから、どうしても足し算ネー

ミングになっておりまして、わかりやすくするためには、そこを何とか乗り越えないといけないなと思

いました。先ほどの有識者の方々のお話でも、目標地がかなりわかりにくいのではないかという御指摘

がございましたので、この委員会ではございませんけれども、目標地をどういうふうにユーザフレンド

リーなものに置き換えるかというのは非常に重要な、ナンバリングと同等以上に重要な議論ではないか

なと思いますけど。 

 それで細かな私の質問は、１ページ目の上から３つ目の図例にジャンクション付近の案内標識の例が

ございますけれども、その１㎞手前と２㎞手前に白地の道路名と緑地の道路名がございますね。これの

定義の違いといいましょうか、どんな意図で２色になっているのでございましょうか。 

 

【東日本高速道路（株）】白地に緑で書いてあるのは、直接接続する道路でございまして、緑地に白で

書いてあるのは、さらにその先を行くと接続する道路ということです。 

 

【赤瀬委員】例えば、高崎に近いほうはどちらですか。 

 

【東日本高速道路（株）】これは岩舟ジャンクションという東北道を通っていて北関東道とのジャンク

ションなんですが、これを高崎方向に行きますと、まず北関東道に乗って高崎方向に向かいますと。さ

らにそれを進みますと関越道に接続することができます。 

 

【赤瀬委員】そうすると、順番が不思議ですね。高崎で北関東道へ行って、もっと向こうが、本来なら

上のほうに書きたいのに右下に、空いているところに書いたという考え方かもしれませんけれども、そ

ういうことですね。 

 

【東日本高速道路（株）】書く位置がわかりにくいということですか。 

 

【赤瀬委員】北関東道より関越道のほうが遠いんですね。もっと向こう。 

 

【東日本高速道路（株）】そうです。一番上に接続する道路を白地に緑で書いているというようなルー

ルで運用しています。 

 

【赤瀬委員】わかりました。ありがとうございました。 

 

【家田委員長】今のところで加えて質問しておくと、１ページの３段目に書いてある表現と、それから

３ページの、さっき出てきた圏央道、右上に出てくる表現と表現様式が違うよね。３ページのほうは、

中央道とか東名とかはその先で接続するんだけれども、別に四角囲みで書いてあるわけではなくて特出

しになっている。だけど、１ページに出ているのはそうじゃなくて四角で囲みますよと、文法が統一さ

れていないのではないですか。 

 

【東日本高速道路（株）】そういう意味では、遠方道路の書きぶりは、ちょっと場所によって違います。 

 

【家田委員長】だから、これは方言でやっているんだね、地元、地元の。その都度、その都度の方言で、



- 19 - 

何となくこれは埼玉っぽい方言があったり、栃木のほうだとこういう方言になっていたり、そこのとこ

ろが、やはりしっかりしないとというところがあるのかもしれないですね。赤瀬さんがおっしゃってい

るのはそういう感じだと思いますが。 

 

【赤瀬委員】そういう意味です。 

 

【家田委員長】文法が統一されていないですね。 

ほかにいかがでしょうか。よろしいですか。 

 

【マリ・クリスティーヌ氏】１点よろしいですか。 

 

【家田委員長】どうぞ。 

 

【マリ・クリスティーヌ氏】インターチェンジとジャンクションだとＩＣとＪＣＴを使うのですけれど

も、圏央道に対してペリフェリーとか、どうして使わないのですか。リングロードとか何か一言。 

 というのは、恐らくこれに乗れば東京の渋滞をパスして、だからバイパスでもいいと思うのですが、

それで自分の目的地に行けるけれども、わからないとぐるっと回るか回らないかで、かなり時間が違う

と思うのですが。 

 

【東日本高速道路（株）】そこまで標識では、今は全く対応しておりません。 

 

【家田委員長】道の名前自身も、そこまでの意味を込めていない名前ですね。ありがとうございます。 

 １点だけ聞かせてください。最後のインターチェンジの番号だけれども、こういうふうについている

ということは、その後僕も走ってみてよくわかったのですが、ナビには一向に出てこないのでね。どの

カーナビにも、レンタカーにしても自分のところの車でも、どれに乗ってもインターチェンジ番号とい

うのは決して出てこないんだけれども、あれは何か、そうするなと指導しているとは思えないので、カ

ーナビ会社の見識不足ということですか。 

 

【東日本高速道路（株）】紙の地図では、よく書いてあります。ですから、それはナビ側が対応しよう

と思えば。していただけるとありがたいというのはあります。 

 

【家田委員長】指導が必要になってくるというわけだね、活用しようと思えば。 

 

【東日本高速道路（株）】そうですね。 

 

【家田委員長】ありがとうございます。 

 もう１つだけ、サービスエリアとパーキングエリアは、かつてはクオリティが雲泥の差だったけれど

も、最近はパーキングエリアのほうが充実しているところもあるし、サービスエリアでもどうしようも

ないところがあったりして、今時、パーキングエリアとサービスエリアを区別する積極的な意味という

のは何かあるのですか。 

 

【東日本高速道路（株）】それは、ずっと以前から御指摘をいただいておりまして、家田さんがおっし

ゃるとおりです。パーキングエリアでもＳＡ以上にサービスが充実しているところもありますので、今

は本当にサービスという意味では明確な分けがないのが実態です。じゃ、一緒にするなり何かしたらど

うだという議論は、確かにずっとあるのですが、昔のままになっているというのが現状です。 
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【家田委員長】実際に１ページの下を見ても、ガソリンがあるかないかというのもわかるようになって

いるし、私の私見ではＰＡとＳＡを統合してしまって、それにもそれなりの番号を振ったりするように

しても、いずれいいのではないかなと思っているのですが、実情を伺った次第でございます。どうもあ

りがとうございました。 

それでは、よろしければ次にいきたいと思います。 

 続いて資料の５と６を事務局から用意していただいておりますので、それを御説明いただいて、皆さ

んで議論していただくようにしましょう。お願いします。 

 

【事務局】評価室長の橋本でございます。 

 まず資料５で、前回の議論を簡単におさらいだけさせていただいて、それを踏まえて準備したものを

資料６で御説明させていただければと思っております。 

まず資料５を見ていただきまして、前回御指摘をいただいたうち、Ⅰの２．ナンバリングルールのと

ころを見ていただけたらと思います。 

２つ目のポツで航空機の便名が参考になるんじゃないのというような御意見もありましたので、後ほ

ど少し勉強したものを御説明したいと思っております。 

その下に、２桁の国道番号に合わせることに配慮すべきだがうんぬんというところがございまして、

一度、前回説明した際には国道は国道、高規格道路は高規格道路と別の図面でやったんですけれど、一

応重ねてみまして、どんなことが起きたかというのを後ほど御説明したいと思っております 

それから、先ほどちょっとＮＥＸＣＯさんのほうからも取り組みの御説明がありましたけれども、３

番のところですね。インターチェンジ番号の認知度の話がありましたし、それはちょっと今日御説明さ

せていただきましたということです。 

４のナンバリングの活用のところにデザインの話を入れております、コメントとしまして、シンプル

なデザインにすべきという点が１つ、それからイメージも重要視だよということであるとか、あるいは

今後の表示、カーナビ等で使えそうな条件下での汎用性を考えるべしというようなコメントもいただき

ました。若干、デザインというような専門性もあるところかなという気もしておりますし、これまで赤

瀬先生がいろいろな高速道路のデザインなりも含めてやっていただいたこともありますので、よろしけ

れば赤瀬先生を中心に案をぐっと絞って検討していただいて、その検討した結果をこの委員会の場でお

出しするということで、若干サブグループ的にして検討を進めさせていただければと思っておりますの

で、御了承いただければと思います。 

それから、その下にカーナビの話、家田先生からもありましたけれども、次回のヒアリングに、少し

カーナビメーカーさんとか地図メーカーさんとか活用する方々もお呼びして御意見を聞いて、どんなデ

ザインなり、あるいはナンバーの姿でどういう視点が必要かということも御意見をいただければと思っ

ておりまして、調整を始めていきたいと思っています。 

それから一番下、まとめは前回、家田委員長のほうからぜひということで最後にまとめていただいた

ものでございます。 

１つ目のところに実現することを最優先と書いておりますので、そのつもりで準備を進めていきたい

ということでございます。 

これは前回の概要でございまして、それを受けまして２点ほど協議した資料が資料 6です 

まず１つ目、Ａ３の図面でございますが、高規格幹線道路網と、それから１桁、２桁国道の国道を重

ねたものをつくってみました。正直、きれいに重なっているところもあれば、少し離れているものもあ

りますし、あるいは全く近くに２桁がないというものも、大きく分けて３種類ありまして、ちょっと離

れているけど起終点が似てるからというような、少し方面が似ているようなものは合っているというこ

とにして大きく２つに分けまして、黄色くなっている高規格幹線道路が近場に並行する路線がないとい

うことでございます。 

ざっくり傾向を申し上げると、例えば首都圏を見ていただきますと環状道路、圏央道でありますとか

外環道路あたりは、そもそもそこは３桁の国道番号はついているんですけれども、近場で２桁がちょっ



- 21 - 

と見当たりづらいところがありますということが１つです。 

それから、親和性がちょっと厳しいのかなと思ったのが中国地方であるとか、あるいは九州の横断軸

あたりでございます。特に中国地方を見ていただきますと、この地方で一番最初に高速道路ができまし

た中国道あたりが実は２桁の国道が近傍にないというところもありますし、横断軸も半分ぐらいがうま

く接続しづらいなというところです。九州は、実は横断軸のところの高速はほとんどマッチしないよう

な形になっておりますので、２桁あたりと親和性をする際には、うまく合っていないところをどんなふ

うにしてやっていくのかということを考えなくてはいけないのかなと思っております。 

いずれにせよ、高速と国道の番号の比較というのは要ると思っておりますので、こういう図面は順次

いろいろなバージョンをつくって、お見せしながら進めていきたいと思っております。これが１つ目に

御用意したものです。 

２つ目が、航空機の路線番号を勉強したらというコメントもありましたので、少し勉強しました。大

きく日本ではＪＡＬとＡＮＡがあるんですけれども、それぞれ問い合わせてみたのですが、最初に申し

上げると、明確にこうしていますとナンバリングのルールが書いてあるものとかは特になかったです。

それで、ざっくり教えてもらったんですけれども、ちょっとわからない部分があったので、こちらで時

刻表とかをいろいろ見て推測した面が結構ありますので、正確性がやや欠ける部分がありますが傾向を

知るものだと御理解していただければと思います。 

それが１つ目の丸で、２つ目の丸のところに書いてあるんですけれども、ちょっと規則性がそこまで

明確でない部分もあります。それがわかった点でございまして、具体的にどんなルールかというのが下

の４つです。 

１つ目が、ランクの高い空港に設定された番号の範囲を使用というような言い方をしておりますが、

見た雰囲気が、グルーピングして東京の羽田・成田グループ、大阪、名古屋グループ、福岡うんぬんか

んぬんというので、全部ではないんですけれども、ある程度の国際空港になっていそうな空港と他の地

方空港といった形で番号の割り振りっぽいものがされておりまして、その上で、例えば羽田空港発着な

んかは 100～600 番台及び 900 番台というものが割り振られている、伊丹空港ではその下のものという

ような形の割り当てがまずありました。さらに２つ目のところで、その番号も細分化されていまして、

羽田空港発着であれば、100 番台のところが、そこから伊丹に行ったり、東北に行ったり、北陸に行っ

たり、200 番台は関西へ行ったり、どこどこへ行ったりということで、各番号台ごとにおおむねの方向

性が出ているというのが第２階層です。 

それから３つ目、さらに便数は、そこから先はやはり奇数、偶数を、電車の上り下りに近い形なんで

すけれども、ランクの高い空港からの出発便を奇数、来るものが偶数というような傾向になっておりま

す。右側に例を書いておりますけれども、羽田⇒伊丹のほうは 101、伊丹⇒羽田のほうは 102 とか、こ

んな形で偶数、奇数で番号を振られているということです。 

一番最後、ややこしかったのが４つ目で、やや田舎のほうの地方路線に行きますと、その地方空港に

割り当てられている番号がなくて、その地方空港に近しいところの主要空港というんですか、そういう

空港の番号が当てられている。事例として、函館空港というのは、その上のランク外のところなんです

けれども、そこの番号は新千歳空港の番号を借用したような形で番号を振っているということです。函

館空港からさらに低いところに行く場合ですけど。 

総じて見ると、ちょっと勉強してみたんですけれども、なかなかきれいな規則性というのはなさそう

な、きれいな規則性で説明しきれることではなさそうで、やや複雑な面がありまして、多分、返事がＪ

ＡＬ・ＡＮＡからなかったのも、なかなかきれいな紙がなかったからかなという思いもありますが、高

速道路の番号の参考とするにはちょっと複雑といいますか、規則性が厳しいかなという気がしたのが正

直なところでございます。 

まだ途中経過ではありますけれども、以上でございます。 

 

【家田委員長】どうもありがとうございました。先ほど途中でお話がありましたけれども、ワッペンと

いうのか、エンブレムというのか、マークというのか、ああいうものがついていないといけないねと。
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そうじゃないと何だかわからないということがありますので、前回の資料のときに、アメリカではこう

いうマークを使っています、韓国はこうですとかいろいろなところを調べてもらったのですが、韓国は

アメリカのまねというのがもろだったわけですけれども、それでもそれなりに格好いいマークをつけて

いましたね。それで、日本でもこれからやるとするならば何らかのマークがなければいけないし、首都

高はこういう格好のものを使っているので、あれと同じではいけないけれども、何か考えようと。 

 それで、赤瀬さんは高速道路、道路関係もそうなんですが、営団地下鉄の丸の内線のリングとか、出

口は黄色、入口は緑とか、ああいうある種の鉄道におけるサインの文法をつくった、オリジンをつくっ

た方でいらっしゃいますので、そのデザイン力も当然ですが、物の考え方が大変に徹したところがおあ

りになって、私も昔から尊敬しているのですが、今回、特に赤瀬さんに、あるいは関係の方々にお願い

して、このところだけを先行的に勉強するグループをつくっていただいて、その成果を適宜ここに反映

していただくというようなことでいかがかというふうに事務局と相談しているところでございます。赤

瀬さんには多分、事前に御相談しているとは思いますけれども、ここで嫌だとは言わないと思いますが、

どうかよろしくお願いします。 

 そんなことで、デザイン系の話はそちらにお任せして、どちらかというと、この委員会そのものは番

号をどうつけるべきかといったような、より抽象性の高いところの議論をしたいと思います。 

 それでは、ただいまの資料５、６について御意見や御質問をお願いしたいと思います。特にＡ３で広

がっている図を見ていただきますと、昔は一級国道、二級国道という言葉があったそうですけれども、

それは要するに、簡単にいえば２桁までの国道と、それから３桁の国道が二級ということに昔はなって

いたようですね。それから、またマークがあまり数字が細かいものがちまちま書いてあると使えないの

で、せいぜい２桁でしょうというところから現在の２桁の国道と類推して番号をつけやすいようなとこ

ろがこうなんだけれども、黄色のところは、どうもそうはいかないよと。特に首都圏のあたりは環状道

路という最も重要なものが２桁の国道を持っていませんので、何らか数字を考えなければいけない。あ

るいは数字だけではなくて、そこにサーキュラーとか何かそんなものをつけるのかわかりませんけれど

も、そんなことも考えなければいけない。 

 それから、中国縦貫道が非常に老舗の割には番号がないというところとか、あとは細かくクロスして

いるところですね。それをどうしたらいいか。その辺も、今日は忌憚のないところ、皆さんの個々の趣

味的な御意見でも構いませんので、いろいろアイデアを言っていただいて、事務局でその後考えるとき

の参考にさせていただきたいと思いますので、どうぞ御遠慮なく御発言いただきたいと思います。今の

ところでも結構ですし、ほかのところでも結構です。どうぞ御発言ください。いかがでしょうか。 

 赤瀬さん、どうですか。 

 

【赤瀬委員】個人的な意見を申し上げますと、実現可能性はちょっとよくわからないのですが、前回の

委員会でも同じ趣旨を申し上げました、現在の国道１号線と東北のほうに行きます国道４号線を東京発

で考える考え方でいいのだろうかなという疑問を持っております。日本全国を縦断する道路は、高速道

路１号線というのは北海道から九州あるいは沖縄まで１号線だという考え方は本当に採用できないのだ

ろうかというのがございまして、歴史とか地元の方々とかいろいろ踏まえると難しくなってしまうかも

しれませんが、それは、やはりこの絵を見ても考えてみたいなと、こんな感じを持ちました。ひとまず

そこまで。 

 

【家田委員長】ほかにどうぞ。 

 鳥塚さん。 

 

【鳥塚委員】私も赤瀬さんの考えに非常に賛成です。そうなってくると、前回は国道番号がなじみがあ

るので、そこを参考にと思っていたのですが、もしかしたら、これは一度国道番号を離れないと、わか

りやすいナンバリングはできないのかなというふうにも感じています。以上です。 
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【家田委員長】できるだけ具体的に言っていただくのが一番いいのですが、オリンピックを目標にしま

すので、今日、明日にもとは言いませんけれども、来週、再来週ぐらいには案ができないと、という感

じもありますので具体的に、赤瀬さんのは多分、４号とか５号とか３号とかそんなものはみんなやめて

しまって、稚内もしくは根室から那覇までずっと１号線ということですが、そこでそう通したときに、

今度は日本海側を２号でいくのかとか、四国は置いてきぼりかとか派生した疑問が出てきますね。それ

を解いた案がないと事務局は暗礁に乗り上げてしまうので、具体案をつくっていただくのがいいのです

が、実を言うとそういう具体案が 10 年ぐらい前ですか、もっと前ですか、中村英夫先生の委員会でつ

くったものがあって、結局それは頓挫したんですね。要するに、そこで理念の通るところは済むのだけ

れども、その裏で「うちはどうしてなの」というところが問題を起こしてしまうんです。 

 例えば中村先生の委員会の案だと、それは１号で通すのではなくて４号で通すのですけれども、国道

６号のところの常磐道は、何か全然わけのわからない番号になって、何で６号をうちから奪ってよそに

やるのだという議論が当然出るわけですね。だから、ぜひお考えいただきたいのは、抽象的な理念だけ

ではなくて、具体的にこうやればできるし、こうやれば茨城県知事は納得するしというような具体策を

持って、ぜひ御提言をいただきたいというところです。 

 その中で、やはり一番難所が、少なくともこの黄色を解決しないと、すべての高速道路に番号をつけ

るというのがなかなか。少なくとも、今のところ２桁ではないんですね。ただ、２桁でも空いている番

号というのがありますので、それを新たにつけるということはできるんですけれども、そのときには北

から順に 58、59、60 といくのか、そうでないのかとか、そこについては新規に番号づけになるので、

何らか理念が要りますね。その辺はいかがでしょうか。 

 何か、リング状のものを頭につけてもいいという気はしないでもないね。だけど、あとはそんなに特

徴があるわけではないんですね。それから、あとは四国に渡っているものが何本かルートがあるけれど

も、これを、ここにある現状の国道の番号がいいのか、それとも本四のところは何か特別の、さっきの

環状と同じようにアルファベットをつけてしたほうがいいのかとか、そういうなるべく具体で御発言い

ただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

【赤瀬委員】やはり日本列島の特徴は真ん中に山脈があって、縦貫道と横断道、それから大規模都市の

環状道路の３種類で構成されているというふうに解けないだろうかなということを１つ感じます。 

 それから、太平洋側と日本海側というものの１番があって２番があってではなくて、１番があって

11 番があるみたいなことは成立しないかな。まだアイデアだけ、思いつきで今申し上げているのは御

無礼いたしますが。 

 

【家田委員長】ということは、７、８、９を 11番にしてしまうわけですか。 

 

【赤瀬委員】そうです。 

 

【家田委員長】それは、絶対に怒りますよ。１桁だったのを、何で俺のところを２桁だと。東海道を

11 番だったら裏日本の人は喜ぶよ、１番にしてくれるのなら。そういう問題がはらんでいるんですね。

というのは、インターチェンジの名前すら白岡何とかだとか、わけのわからない名前を使わなければい

けない国情ですから、番号でそういう種類のローカルナショナリズムに火をつけるようなことをやって

しまうと手も足も出ない。 

 

【赤瀬委員】別をいえば、地図は北を上にかくというのが常識であるという前提に立てば、北側に存す

る縦貫道が若い番号で、太平洋側に存する縦貫道が２桁を使うとかね。 

 

【家田委員長】富山の人は地図をひっくり返して使っていますね。 
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【赤瀬委員】そうですね。知っていますよ。輪島のあたりも、完全に東京を上にするといいますか、僕

は、逆さまに見るアイデアも非常に大事、特にアジア圏から見た場合の日本の存在というものを考える

のに大事だろうと思っているのですけれども、別の屁理屈を言うと、アジアの文明のもとである大陸に

近いほうから若い番号が存在するみたいな、ともかく中央集権国家といいますか、東京が中心で地方を

東京が治めてやるというような発想はできればとりたくないなという感じがありまして、日本全国を、

小さな島国なので大きく捉えるとこういうことが整理できるのではないのということになるといいと、

これは抽象的で家田先生に怒られてしまうけど。 

 

【家田委員長】それは実現できないね。何年か前にそれで挫折しているんですよ。大挫折をしているの

で、その巻き返しをやると時間の無駄になりますので、今回はオリンピックがターゲットだから、実現

可能なものでないとやっても意味がないんですね。それで、もうちょっと細かい標識のやり方や何かも、

今度は私自身が委員長で昔やったことがありましたけれども、あれすらそんなには実現していなくて、

せいぜい首都高の一部を変えた程度の話ですからね。 

 だから、ぜひお考えいただきたいのは、これはここでパッパッと決めればみんなが納得してすぐでき

るというほど生やさしいものではなくて、実は、この後ろに非常に大きな国民的納得が必要になるとい

うことをぜひ御配慮いただきたいし、事務局はそこのところで一番頭を悩ますはずです。だから、この

委員会として番を張って突っ張ったことを言うのは簡単なことなんだけれども、その後、本にはなるか

もしれないけれども、実現はしないということではしようがないので、ぜひそこはお考えいただきたい

と思います。 

 前回の中村英夫先生がつくった案は、そういう意味では国土の構造を意識しているのだけれども、あ

まりに意識し過ぎたがゆえに、今度はローカルのプライドみたいなものを相当傷つけているようなもの

にはなっていますね。 

 どうぞ。 

 

【矢ヶ崎委員】素人が言うに使い勝手のよさというところをオンリーで考えますと、やはり東北道を走

って混むと、４号が平行しているので、一旦４号へおりて、また上がればいいや、郡山の先から上がれ

ばいいやという、何かそういう頭があるんですね。なので、平行している国道と高規格高速道路という

のは、割と慣れてくるとセットで使っているというところが、特に渋滞するところなんかはそうだと思

いますので、これは事務的に、例えば４号というものをずっと延ばしていって、途中で青森のあたりか

ら大鰐弘前のほうは７という数字が入っていますが、これを４号は４号だと格上げして、４号をずっと

延ばしていくというような。それとサーキュラーの部分は、やはり環状線ですからそれを特定するよう

なローマ字を頭につけて、数字を工夫して、中国の縦貫道も何か番号をつけてというように１個１個つ

ぶしていって、最後に残るものだけ処理するみたいな、そういう実務的な、塗りつぶしていって、どこ

まで国道と平行で番号をつけ切ることができるのかというのを、一回ちょっとやってみたらいいのでは

ないかと思います。 

 

【家田委員長】３桁まで許せば、大体あるんですよ。 

 

【矢ヶ崎委員】３桁でもつらいですね。 

 

【家田委員長】とても番号が大き過ぎて、できれば２桁に入れたいと思うのですね。 

 

【矢ヶ崎委員】２桁か１桁に統合できるものは、えいや！で統合してみるというのはどうかなと思いま

す。少なくとも使っているほうからすると、平行している国道におりたり上ったりしますので、それは

結構便利なんですね。 
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【家田委員長】地域のアイデンティティというのが、さっきマリ・クリスティーヌさんがアメリカの

66 号線の話をされましたけれども、そういう側面があるので、国道の番号というのはそれなりの定着

感があるんですね。僕自身は、松本とか高山とかあっちのほうが好きなんですが、158 号線というのが、

割と栄光の 158 号線という感覚を持っているのですけれども、それはそれで定着しているんですね。 

 その全体の日本のシステムをそのまま温存しつつ、それとは全く独立した高速道路のナンバリングを

するというのは、ちょっといかがなものかなという感じもするのですね。赤瀬さんが言うのはわかるん

だけれども、もし高速道路でそれをやるのだったら、国道のほうだってやらないと話は通らないかもし

れない。だけど、それは別個ですというのだったら、それはそれで一つの考え方なんですが、多分、地

域のアイデンティティというのを尊重しましたという物言いをするならば、その地域に定着している国

道の番号をそれなりに使いながらやっていくというのが、今、矢ヶ崎さんが言ったような代替性みたい

なところでもリーズナブルじゃないかと思うのですけどね。 

 

【赤瀬委員】矢ヶ崎先生のお話を伺っていて、そういう側面は大きいなと思いますね。一般国道と高速

道路の両方をうまく使い分けて都市間移動するという考え方は、日本で結構定着しているのではないか

なとは思います。ですから、その御意見は貴重だなというふうに感じます。 

 

【家田委員長】どうぞ。 

 

【楓委員】世界各国いろいろな国によってルールが違って、例えば東西は偶数で、南北は奇数ですとか

いうんですけれども、使う側からしてみればどんなルールでも、別に番号さえわかればいいと思うので

すね。そういう意味では、やはり日本人としてはということも含めてですけれども、国道番号に準拠し

てというのが非常にわかりやすいですし、国道番号に準拠しているからといって海外の方がわかりにく

いということにはならないと思います。 

 

【清水和夫氏】先生、よろしいでしょうか。 

 

【家田委員長】どうぞ、お願いします。 

 

【清水和夫氏】ヨーロッパがＥＵで一つになっているんですけれども、行けばばらばらですが、道路は、

Ｅがつく番号が一応ヨーロッパのユーロステートなんですね。それは昔、国境を置いたという都合でＥ

と、ドイツの場合は黄色い看板のＢがつくんですね、分裂、ドイツ連邦の。それで、両方とも立派な高

速道路ですけど。ですから、日本の国道をＥＵ道路、ヨーロッパの道路みたいなイメージにして、この

黄色の足りないところはドイツの黄色い看板のＢでつくような、そんなイメージで、日本全体の横串を

通したジャパンエクスプレスウェイと、それぞれ地域性のあるローカルな、ローカルと言うとあれです

けれども、黄色、国道に準じないようなところは看板の色とか頭にアルファベットをつけて識別すると

か。 

 ヨーロッパの道は明確にＥがつく看板はグリーンで、ドイツは黄色で、フランスは白で、それぞれの

国の独自の道の番号を持っているのですね。それでＥＵとしては一貫性のある道路を持っていますから、

その辺をうまくできるといいなという感じがしました。 

 

【家田委員長】どうもありがとうございます。ほかにはいかがでしょうか。 

 どうぞ。 

 

【マリ・クリスティーヌ氏】今清水さんがお話されたことと、あとＥＵの統一では、例えば英語圏だと

モーターウェイでＭと使って番号をつけるのですね。それで、ヨーロッパはオートですからＡの何番と

いうように、トールロードというかハイウェイに対して使い分けているみたいなんですけれども、やは
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り日本の場合は、ハイウェイに関しては、今話がありましたＮＥＸＣＯと言うのですか、日本エクスプ

レスウェイで、逆にＮＥ何番、ＮＥ何番にしたほうが、いずれにしても一つの組織がつくっているわけ

ですので、国の、私たちの農道とかそういう、それこそ 16号線みたいなところは変えられると困って

しまうのですけれども、新しくできたものは、やはり新しいなりにうまく活用して、それをうまくＧＰ

Ｓと連動させることが私は一番重要なことだと思いますので、もし地図の委員会をやられるならば、グ

ーグルマップとかそういうところで、例えばインとアウトというものがもっときちっと書かれるべきで

はないかと思うのですね。 

 例えばグーグルマップを使いながら道路のこういうＧＰＳを使うのと、手に持っているマップを使う

のとでは全部ばらばらなんですよ。日本政府のやり方で、あまり外国の地図会社を日本に入れたがらな

いんですけれども、彼らはものすごく克明にやっているんですね。日本の会社以上にやっているから、

むしろ英語で見ているほうが、日本のものよりはよくわかっているんですよ。ただ、企業を入れると、

いろいろフィートレードとかそういうものの中で、かなりいろいろなバリアがあるので、そういうとこ

ろをもう一回ちゃんと見直してほしいと思います。 

 あと最後なので申しわけないのですが、羽田をおりるところの東京から出る高速道路の出口と、神奈

川から来ると２つの入口があるんですよ、羽田に入るのに。たしか、横浜から入ると２つ入口があるの

で、１個ミスすると２回目で羽田に入れるんですけれども、東京から来ると１個しかなかったですよね、

入るところが。そうすると、それをミスしてしまうと横浜まで行ってＵターンしてこなければいけない

ので、そういうところでラストエグジットですとか、これでもう終わりよと示していただけるとすごく

ありがたいなと思います。 

 

【家田委員長】どうもありがとうございます。ほかに、この番号づけの件についてお考えはございませ

んか。 

 例えば、１つ理念として考えなければいけないのが、基本的には国道の改良として高速道路をつくっ

ているんですね。しかも高速道路は立派な道ですから、基本的には旧一級国道に相当するところに高速

道路をつくっているのですね。だけど、それだけではネットワークにならないので、３桁国道に相当す

るようなところも、この黄色ですけれども、あるわけです。 

 そういうふうに考えると、高速道路は一般国道のグレードアップバージョンである。つまり、東海道

本線に対する東海道新幹線があり、山陽本線に対する山陽新幹線があるのと同様に、東海道１号線に対

する東名がありという面が強いんですね。さらに今度は、東海道新幹線に対する、さらにグレードアッ

プとして中央新幹線があるのと同じように、新東名が東名にほぼ平行してあるわけです。名神もそうで

すね。というように考えると、例えば東海道１号線と東名と新東名というのが一つのシステムになって

いるわけです。 

 そこで、仮に国道１号線は１号のままにしておいて、それから東名はエクスプレスでＥをつけてＥの

１号にして、さらに新東名はＳの１なのか、何とかの１なのかとやっていくのか、ＥＳの１なのかと、

要するに、そのたぐいの一つの家族ですよというファミリーシステムだと思うのね。 

 それで、今度は同じように名神高速のほうも、これはどうつけるのかわからないけれども、どこまで

を名神と言っていいのか、新名神、それが名神の番号のＳをつけるのかとか、そこら辺。何を申し上げ

たいかというと、ファミリーシステムというものを活用しつつ、ファミリーから逸脱している環状線み

たいなものは独自の路線でやるとか、何かそういう考えはいかがでしょうと思うのです。私はそう思う

んですけれども、そのほか何か御提案いただけることがあったらと思います。 

 

【赤瀬委員】今のことは、たたき案を書いてみないとわかりにくいので、御意見を伺って、ぜひ書いて

みたいですね。 

 

【家田委員長】橋本さん、どうですか。 
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【事務局】今回はきっかけとしてこういう出し方をしたので、多分徐々にコンセプトが、まず考え方が

幾つかあると思いますけれども、少し整理させていただいて幾つかつくって。ただ、正直申し上げると、

急に出すといろいろとワーッとなるかもしれないので、出し方はまた委員長とも御相談していただこう

とは思いますけれども、一回つくらないと、確かに議論がなかなか深まらないと思いますのでやりたい

と思っております。 

 

【家田委員長】中国縦貫道だって、交通量からいったら山陽道のほうがずっと多いはずで、とすると、

いわば中国縦貫道は山陽道のバックアップ路線にもなっているし、それから山陰道のバックアップ路線

にもなっているので、２号線が山陽の国道ですね。そうすると、高速道路のほうは山陽道がＥの２号に

なって、それで縦貫道に相当するのは新東名みたいなものですね。新東名みたいなものであったら、２

号の番号をファミリーとしてつけつつでもいいような気がするね。そのときに９号側が文句を言うかと

いったら、多分言わないと思うんだね、２号のほうに近いし。だから、個々に議論していけば、それな

りに解けるのかもしれない。 

 

【赤瀬委員】この絵は非常によかったですね。イメージしやすいです。 

 

【家田委員長】それでは、時間が来ましたので、今日はそのぐらいにさせていただきます。 

 考え方としては、割と国土の構造から番号をつけ直すべきではないかという御意見と、現状を妥協的

に行こうという私のような意見と両方あったということですね。 

それでは、最後に今後の進め方について御説明をいただきましょう。 

 

【事務局】参考資料に今後のスケジュールを１枚つけております。本日、マリさん、清水さんのお２人

からいただきまして、次回は地図、カーナビメーカーあるいは旅行関係者という、そのナンバリングを

利用して案内をされるような方を中心にお話を伺うべく調整したいと思っております。よろしくお願い

します。以上でございます。 

 

【家田委員長】それでは、今後そういうような進め方でよろしいですね。 

 それと、赤瀬さんを中心にした小グループでデザインを検討していただくということも御了承をいた

だけますね。ありがとうございます。 

 今日は、マリ・クリスティーヌさん、清水さん、特別に御講演をいただきましてありがとうございま

した。 

 以上で終わりましょう。 

 

【事務局】長時間にわたり御議論をありがとうございました。本日の委員会の内容につきましては、後

日議事録の案を送付させていただいて御同意をいただいた上で公開したいと思います。近日中に速報版

として簡潔な議事概要をホームページにて公表いたします。 

 会議資料のほうはそのまま置いていっていただければ、追って郵送させていただきます。 

 次回の日程等については、改めて事務局より連絡をさせていただきます。 

 以上をもちまして、第２回の検討委員会を閉会とさせていただきます。本日はありがとうございまし

た。 

  

 

――了―― 


